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要 旨 

 近年、山地災害が多数発生する中、皆伐の際に集積・放置された枝条や残材が、土砂災害などを助長する

要因として不安視されていたことから、皆伐跡地に集積・放置される末木枝条が、降雨による災害を助長す

るおそれがないか調査に取り組んだ 

その結果、今回の調査で斜面崩壊が確認された事例では、末木枝条が直接の原因とは考えにくく、地形や

地質等を要因とする流水により土砂の移動が発生し、それに伴って末木枝条も移動していると考えられた。

このことから、急傾斜地や流水が懸念される箇所などでは、末木枝条等の集積を避けるとともに、やむを得

ない場合には、集積や固定の方法を工夫する等、末木枝条の流出防止対策を行う必要があると考えられた。 

 

 

1.はじめに 

 近年、山地災害が多数発生する中、熊本県では、「令和 2 年度 7 月豪雨災」の発生を契機とし、「林地保

全に配慮した林業のガイドライン」を策定し、運用している。 

 一方で、皆伐の際に集積・放置された枝条や残材が、土砂災害などを助長する要因ではないかと不安視す

る声が聞かれている。 

 このような状況を踏まえ、末木枝条の放置と災害との因果関係について調査要望があったことから、皆

伐跡地に集積・放置される末木枝条が、降雨による災害を助長するおそれがないかを確認するため、今回、

調査に取り組んだ。 

 

2.試験地と方法 

皆伐跡地に末木枝条が集積された熊本県内14箇所において（表-1）、梅雨時期の前後に、降雨の影響に 

よる移動の有無を調査した。併せて CS立体図*を用いて地形を判読し、枝条の移動が斜面崩壊に与える影響

について検討を行った。 

 

CS立体図*  標高、傾斜、凹凸（曲率）の3つの地形量を異なる色調で彩色し、重ねて透過処理することで

立体的に表現したもの。CSは、「曲率（Curvature）」と「傾斜（Slope）」の頭文字）。 
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表-1 調査地の概要 

 

3.結果 

調査した14箇所のうち、3事例について梅雨後に末木枝条の移動がみられた（表-2）。 

  事例１は、道下及び谷に末木枝条が集積されている箇所で、谷部分の作業道で一部崩壊している部分 

があり、集積された末木枝条が下部に流出し、CS立体図からも谷地形であると判別された。また、崩壊 

した部分以外で集積された末木枝条は移動していなかった。このため、谷地形の影響で、流水が集まり、 

土砂が移動し、土砂の移動に伴って末木枝条も移動したと考えられた（表-3,図-1、2）。 

  事例2は、作業道の道下に末木枝条が集積された箇所で、破砕帯に沿って枝条の移動がみられた。付 

 近に出水断層帯、日奈久断層帯が存在し、断層運動によって岩石が壊れて断層破砕帯が発生したと考え 

られ、破砕帯は水が集まりやすいため、流水により末木枝条が移動した可能性があると考えられた 

（表-4，図-3、4）。 

  事例3は、作業道下と谷筋に末木枝条が集積された箇所で、土砂が崩壊した箇所で末木枝条の移動が 

みられた。また、崩壊した部分以外での移動はみられなかった。CS立体図で湧泉（ゆうせん）思われる 

窪地が確認されたため、湧水による土砂の移動に伴い末木枝条も移動したと考えられた（表-5,図-5、6）。 

 

 

表-2 調査結果 
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表-3 事例1の概要 

 

 

 

 

図-1 事例1の航空写真及びCS立体図 

 

 

 

 

図-2 事例１の末木枝条移動状況 
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表-4 事例2の概要 

 

 

 

 

図-3 事例2の航空写真と破砕帯の状況 

 

 

                          ＊赤い線が断層。 

国立研究開発法人 産業構造研究所  

地質調査総合センター 資料を改変して作成。 

 

図-4 事例2のCS立体図との周辺断層の状況 
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表-5 事例3の概要 

 

 

 

 

 

図-5 事例3の航空写真とCS立体図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 事例3の末木枝条の移動状況 

 

 

4.考察 

今回の調査では、末木枝条は斜面崩壊の直接の原因とは考えにくく、地形や地質の影響や、流水による

土砂の移動に伴って末木枝条も移動していると考えられた。このことから、末木枝条の集積による林地崩

壊の影響は少ないと考えられるが、皆伐に当たっては、伐採前の CS立体図等での確認や、現地状況の把

握を十分に行い、崩壊の可能性が高いと考えられる箇所や、人家の近くでは「熊本県林地保全に配慮した
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林業のガイドライン」を参考に伐採や集材を行う必要がある。 

また、土砂の移動や、水の影響による林地崩壊に伴い、末木枝条が移動することも考えられることから、

同ガイドラインで崩壊の可能性が格段に高まるとされている、急傾斜地や、水で流れる土がある箇所、土を

流す水がある箇所などでは、谷部に積まないなど集積の方法や、幹部を残した根株 （図-7）を利用して固定

する等、末木枝条の流出防止対策を行う必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 根株を利用した末木枝条固定の例 
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